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1. はじめに 

Google は，交通機関の利用者向け情報を公開するための

データ形式として GTFS[1]を提案した．現在 GTFS は

MobilityData[2]が仕様を策定している．日本では公共交通

オープンデータ協議会[3]が MobilityData と連携し，日本に

おける公共交通データのオープンな流通を実現するプラッ

トフォームの構築に向けた活動を行っている． 

国土交通省は，時刻表や運行経路，運賃等の静的情報を

統一された様式でデータ化する方法として「静的バス情報

フォーマット（GTFS-JP）[4]」を定義している．GTFS-JP

は GTFS を日本向けに拡張したものであり，登録する情報

の追加や必須化などが行われている．GTFS-JP は，国土交

通省が推進している MaaS（Mobility as a Service）[5]などで

用いられている．MaaSにおいて，バス事業者と MaaSプラ

ットフォームの情報利用者との間でデータの受け渡しを効

率的に行うため，「標準的なバス情報フォーマット」であ

る GTFS-JPでデータの作成を行うことが推奨されている[6]．

このように国土交通省が推奨しているため，日本国内のバ

ス事業者や自治体は GTFS-JP で多くのバス情報を公開して

いる[7]．しかし，GTFS-JP ではデータの型や順番などを詳

細に指定していないため，事業者によってこれらのデータ

の記述が異なる場合がある．そのため，情報システムなど

で扱うには各事業者間のデータ記述の差異を解消する必要

がある． 

そこで，情報システムで扱えるようにデータの型や順番

などの詳細フォーマットを決め，複数の事業者の GTFS-JP

データを収集・登録し，統一的に扱うことができる GTFS-

JPデータベースシステムを作成した[8]．これまでに，東北

地域で公開されている GTFS-JP データを調査し，GTFS-JP

統一フォーマットを策定した．さらに，このデータベース

システムに加え，策定した統一フォーマットの GTFS-JP デ

ータを API を用いて広く公開する「統合バス情報公開シス

テム[9]」を作成した．今回は策定した GTFS-JP統一フォー

マットの実用性を確認するため，対象地域を広げ各地域で

公開されている GTFS-JP データを用いて検証した．その結

果重複データへの対応など，データ整形機能の追加が必要

であることがわかり対応した． 

2. 統合バス情報公開システム 

統合バス情報公開システムは，GTFS-JP データを用いる

情報システム開発者を利用者として想定している．統合バ

ス情報公開システムの利用者が開発したシステム（API 利

用システム）のサーバーが，本システムにアクセスし

GTFS-JP 統一フォーマットのバス停情報などを受信して利

用することができる（図 1）． 

統合バス情報公開システムは，GTFS-JP データベースシ

ステム[8]と認証システム，API から構成される．GTFS-JP

データベースには，全国の各地域のバス事業者の GTFS-JP

データが登録されている．認証システムでは，本システム

を利用できるシステムを限定するためにユーザー登録，ア

クセスの認証とOAuth2による認可を行う．APIは本システ

ムを利用する API 利用システムからのリクエストに応じて

バス停情報などを JSON形式のデータで送信する． 

3. GTFS-JPデータベースシステム 

統合バス情報公開システムのバス情報を管理する GTFS-

JP データベースシステムは，データ整形プログラムと

GTFS-JP データベースから構成される．データ整形プログ

ラムは各事業者が公開している GTFS-JP データを整形して

GTFS-JP 統一フォーマットに合わせ，GTFS-JP データベー

スに登録する．GTFS-JP データは複数の csv ファイルから

構成されている．GTFS-JP の仕様では csv ファイルのフィ

ールドの順番が決められておらず，必須項目以外のフィー

ルドは省略可能であり，独自フィールドの追加も許容され

ている．そのため，事業者によってこれらのデータの記述

が異なる場合がある．データ整形プログラムを用いてフィ

ールドの並べ替えや追加，削除を行う． 

これまでに東北地域の 57事業者の公開しているGTFS-JP

データに対応したデータ整形機能を実装していた．今回各

地域の事業者が公開している GTFS-JP データに対応させる

ため，データ整形機能を各事業者が公開している GTFS-JP

データの差異に対応させる必要がある． 

4. GTFS-JPデータの検証 

これまでの研究では東北地域で公開されている 57 の

GTFS-JP データを用い，GTFS-JP 統一フォーマットへのデ
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図 1 統合バス情報公開システムと API利用システム 
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ータ整形プログラムを作成した．今回は東北以外の地域に

も範囲を広げて検証を行う． 

GTFS-JP データは自治体のオープンデータカタログやバ

ス事業者，バス協会の Web サイト，GTFS データリポジト

リ[10]などから入手することができる．GTFSデータリポジ

トリは，都道府県ごとの GTFS-JP データがダウンロードで

きる API が提供されている．このリポジトリで公開されて

いる GTFS-JP データは，必須ファイルや必須情報が含まれ

ているかなどのチェックが登録時に行われている．今回は，

主に GTFS データリポジトリの GTFS-JP データを用いてデ

ータ整形プログラムの検証を行った． 

5. データ整形プログラムの拡張 

対象地域を広げ各地域で公開されている新たな 187 の

GTFS-JP データをデータ整形プログラムで GTFS-JP 統一フ

ォーマットに整形し，GTFS-JP データベースに登録した．

登録した GTFS-JPデータを GTFS-JP公開 APIから利用する

オンラインマップシステム（図 2）で表示させ，データ整

形プログラムの変換結果を検証した．新たに 187 の GTFS-

JP データを追加した検証の結果，バス事業者 ID の識別と

翻訳情報ファイルについてデータ整形プログラムの改修が

必要であった． 

同一のバス事業者が複数の GTFS-JP データを公開してい

る際に，GTFS-JPデータのバス事業者の IDに枝番号が設定

されていないケースがあった．これらの GTFS-JP データを

GTFS-JPデータベースに登録すると IDの重複により登録が

行えない．そこで，同一バス事業者の GTFS-JP データが複

数ある場合は，バス事業者の IDに枝番号を設定する処理を

追加した． 

GTFS-JP では，バス停の読み仮名や外国語表記を記録す

る翻訳情報のファイルが必須である．翻訳情報ファイルに

ついては，GTFS-JP仕様書の第 2版[11]に準拠したものと，

第 3 版[4]に準拠したものが存在していた．提案システムの

GTFS-JP データベースは現行の第 3 版の仕様書に準拠して

いる．第 3 版の仕様では翻訳対象のファイル名の情報など

が必要であるが，第 2 版では定義されていない．そのため，

第 2版の仕様書に準拠している GTFS-JPデータは必要なフ

ィールドが存在しないため，存在しないフィールドに関連

する GTFS-JP データは登録することができなかった．翻訳

対象のファイル名とフィールド名を自動的に対応付けるこ

とができれば，第 2版に準拠している GTFS-JPデータも登

録可能になると思われる．今後公開されている GTFS-JP デ

ータの第 3 版への対応が進めば，この課題は解消される．

今回翻訳情報の紐づけ情報が不足している第 2 版に準拠し

た GTFS-JPデータについては，本システムの GTFS-JPデー

タベースにバス停などの外国語名および読み仮名の情報が

登録されていない．そのため，読み仮名や外国語によるバ

ス停などの検索機能の実装が困難になると思われる． 

6. まとめ 

国土交通省が推奨するバス情報のフォーマットである

GTFS-JP は，データの型や順番などを詳細に指定していな

い．国内の多くのバス事業者などが，GTFS-JP に基づいた

バス情報を公開している．これらの事業者が公開している

GTFS-JP データは，記述が統一されていないことがある．

そこで情報システムでこれらの GTFS-JP データを利用しや

すくするため GTFS-JP 統一フォーマットを策定した．公開

されている GTFS-JPデータを GTFS-JP統一フォーマットに

データ整形してデータベースに登録し，API から統一フォ

ーマットで他の情報システムで利用可能な「統合バス情報

公開システム」を作成した． 

これまでに東北地域の 57 の GTFS-JP データを用いて，

データ整形プログラムで整形処理が可能であることを確認

した．今回，対象地域を広げて東北以外の地域でも公開さ

れている 187 の GTFS-JP データを追加し，GTFS-JP 統一フ

ォーマットの実用性を検証した．その結果，バス事業者 ID

の重複や仕様のバージョンによる翻訳情報のデータの差異

などの問題があった．このうち，バス事業者 IDの重複はデ

ータ整形プログラムの改修により対応した． 

今後は，翻訳情報のデータの差異に基づく問題の解決を

図り，他に公開されている GTFS-JP データについても検証

を進め，全国のバス事業者の GTFS-JP データの整形に対応

した統合バス情報公開システムを目指す． 
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図 2 オンライン交通情報マップ 
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